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江府町の人口

（6月30日現在）

世帯数1，235世帯
人　口　4，804人

（前月比　1人減）

（男）　2，315
（女）　2，489

出　生　　4
（男）　　3

（女）　1
転　入　11
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▲子供の飛び出し事故を再現

事
故
の
お
そ
ろ
し
さ
目
の
ま
え
に

ダ
ミ
ー
人
形
で
事
故
を
再
現

七
月
十
三
日
、
土
井
之
内
会
館
で
交
通

安
全
母
の
会
総
会
が
開
か
れ
、
母
の
全
会

員
六
十
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
講
習
会
で

は
溝
口
警
察
署
川
口
交
通
課
長
の
講
演
を

聴
き
、
映
画
を
み
た
後
、
ダ
ミ
ー
人
形
を
使

っ
て
交
通
事
故
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

子
供
の
事
故
に
最
も
多
い
飛
び
出
し
事

故
と
大
型
車
の
巻
き
込
み
事
故
が
実
際
車

を
使
っ
て
再
現
さ
れ
、
一
瞬
に
し
て
起
こ

る
交
通
事
故
を
目
の
前
に
し
て
お
母
さ
ん

方
も
事
故
の
恐
ろ
し
さ
、
悲
惨
さ
が
身
に

浸
み
た
よ
う
で
す
。

夏
休
み
の
期
間
中
と
な
り
、
ふ
だ
ん
に

比
べ
る
と
子
供
た
ち
が
家
の
外
で
遊
ぶ
時

間
も
長
く
な
り
事
故
も
目
立
っ
て
増
え
て

来
ま
す
。

事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
し
っ
か
り
と
胸
に

刻
ん
で
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
交
通

安
全
に
気
を
配
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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○

総

町
長
の
行
政
報
告

二
八
月
町
議
会
定
例
会
か
ら
）

務

報町府江第209号

六
月
八
日
、
溝
口
地
区
防
犯
協

議
会
総
会
が
土
井
之
内
会
館
で
開

か
れ
、
役
員
ら
三
十
人
が
出
席
し

て
新
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

六
月
六
日
、
七
日
の
二
日
間
、

交
通
指
導
員
が
、
東
伯
郡
東
伯
町

で
先
進
地
視
察
を
行
い
、
交
通
安

全
の
啓
発
指
導
、
妾
全
施
設
の
整

備
等
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

○
同
和
対
策

昭
和
六
十
二
年
度
部
落
解
放
基

本
法
制
定
要
求
国
民
運
動
鳥
取
県

実
行
委
員
会
総
会
が
、
六
月
一
日

鳥
取
市
解
放
文
化
会
館
で
開
か
れ

本
町
か
ら
森
谷
助
役
が
出
席
し
ま

し
た
。

○
企
画
開
発

六
月
九
日
、
役
場
内
に
情
報
処

理
業
務
研
究
会
が
発
足
し
、
今
後

行
政
事
務
の
電
算
化
、
有
線
放
送

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
い

ま
す
。
構
成
員
は
職
員
二
十
名
。

「
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
」
　
の
公
称

使
用
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

大
使
館
に
依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
、

五
月
二
十
九
日
付
で
承
諾
の
回
答

を
得
ま
し
た
。

▲交通安全旗で事故のない
町づくりを

「
車
社
会
」
と
言
わ
れ
る
時
代

に
あ
っ
て
、
全
国
的
に
痛
ま
し
い

交
通
事
故
は
増
え
る
ば
か
り
で
す
。

溝
口
警
察
署
管
内
交
通
安
全
協

会
で
は
、
「
交
通
死
亡
事
故
〔
○
〕
五

〇
〇
日
達
成
宣
言
」
を
行
い
、
交

通
安
全
の
徹
底
、
意
識
の
高
揚
の

た
め
の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
こ
の
運
動
と
併
せ
、

更
に
交
通
指
導
員
会
の
視
察
報
告

を
受
け
て
、
こ
の
た
び
江
府
町
交

通
安
全
旗
を
制
定
し
、
町
内
各
家

庭
、
職
場
、
団
体
等
に
配
布
し
て

掲
揚
を
お
願
い
し
、
住
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
意
識
を
高

揚
し
、
み
ん
を
の
力
で
安
全
を
確

認
し
合
う
家
庭
、
地
域
社
会
の
建

設
に
向
け
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

と
在
り
ま
し
た
。

安
全
旗
の
掲
揚
日
は
、
交
通
安

全
母
の
会
総
会
の
決
議
で
、
毎
月

一
日
、
十
五
日
と
交
通
安
全
運
動

期
間
中
に
定
め
ま
し
た
。

全
町
洩
れ
を
く
掲
揚
し
、
住
民

総
参
加
で
事
故
の
な
い
明
る
い
町

づ
く
り
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

長

日

誌

＊

　

五

　

月

1
日
働
　
社
会
福
祉
協
議
会
設
立

認
可
申
請
説
明
会
、
運

動
公
園
ナ
イ
タ
ー
開
き

2
日
十
日

6
日
水

8
日
斜

9
日
土

日
日
斗

○
民
　
生

し
ゅ
う
と
め
会
研
修
旅
行
が
六

月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
二
泊
三
日

で
行
わ
れ
、
参
加
者
二
十
四
名
が

九
州
（
大
分
、
熊
本
方
面
）
を
視

察
し
ま
し
た
。

福
祉
団
体
の
総
会
が
次
の
と
お

り
開
か
れ
、
新
年
度
事
業
の
検
討

と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
ま
し

た
。六

月
七
日
、
軍
恩
連
盟
江
府
支

部
総
会

六
月
某
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会

六
月
三
日
か
ら
六
月
二
十
六
日

ま
で
、
一
、
二
五
〇
人
を
対
象
に

子
宮
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
、
甲
状
腺
ガ

ン
の
婦
人
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

五
月
三
十
日
に
開
か
れ
た
日
野

町
江
府
町
日
南
町
衛
生
施
設
組
合

議
会
定
例
会
で
、
任
期
満
了
に
伴

う
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
に

譲
合
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

▽
議
　
長
　
広
舌
春
雄
（
日
野
町
）

副
議
長
　
岡
田
保
生
（
日
南
町
）

総
務
香
員
長
　
川
上
　
実
（
江
府
町
）

副
委
員
長
　
中
原
　
膵
（
日
野
町
）

▽
監
査
委
員
　
中
田
　
博
（
日
南
町
）

1
2
日
㈹

13
日
㈱

1
5
日
働

在
　
勤

商
工
観
光
部
会
、
大
山

隠
岐
国
立
公
園
管
理
事

務
所
長
来
庁

松
江
市
出
張

（
中
匹
国
自
然
休
協
議

会
総
会
及
び
現
地
研
究

会
）

日
野
建
設
業
江
府
支
部

会
譲
、
江
尾
地
区
県
営

は
場
整
備
協
議
会

夏
の
交
通
安
全
運
動
「
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
五
〇

〇
日
」
達
成
祈
願
式
、

西
部
町
村
会
、
高
校
と

の
懇
談
会

江
尾
水
道
組
合
総
会
、

大
山
観
光
開
発
公
社
・

青
年
団
役
員
来
庁

東
京
出
張

（
発
電
関
係
市
町
村
全

国
協
議
会
）

商
工
会
総
会
、
建
設
課

関
係
入
札
、
辞
令
交
付

16
日
用
京
都
出
張
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○
農
　
林

松
く
い
虫
に
よ
る
松
木
相
防
止

の
た
め
、
六
月
十
日
、
二
十
二
日

の
二
日
間
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
予

防
薬
空
中
散
布
を
行
い
ま
し
た
。

実
施
区
域
は
、
柿
原
、
佐
川
、

小
江
尾
、
久
遠
地
区
の
五
十
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
す
。

○
教
　
育

近
年
、
樹
勢
が
衰
え
て
い
た
町

指
定
文
化
財
の
　
「
柿
の
木
五
輪
の

松
」
が
六
月
十
二
日
、
指
定
解
除

に
を
り
ま
し
た
。

老
衰
に
よ
る
枯
死
と
認
め
ら
れ
た

も
の
で
六
月
十
一
日
開
催
の
町
文

化
財
保
護
審
議
会
及
び
教
育
委
員

で
解
除
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。

六
月
町
議
会
定
例
会

六
月
町
議
会
定
例
会
が
、
六
月

二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
四

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
一
般
会

計
補
正
予
算
ほ
か
町
長
掟
出
の
全

議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
議
決
さ
れ
た
事
項
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
繰

越
計
算
書
（
町
道
助
沢
線
道
路
改

良
工
事
）
　
▼
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
▼

社
会
福
祉
基
金
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
廃
止
▼
標
準
小

作
料
協
議
会
設
置
条
例
の
制
定
▼

財
産
の
貸
付
（
下
蚊
屋
地
内
保
安

林
…
相
手
方
岡
山
県
川
上
村
長
）

▼
財
産
の
取
得
（
消
防
ポ
ン
プ
一
台
）

▼
監
査
委
員
の
選
任
（
別
項
）

18
日
㈲

1
9
日
㈱

七
月
町
議
会
臨
時
会

…
七
月
六
日

議
長
に
白
　
石
秀

町
議
会
で
は
、
六
月
町
議
会
定
例
会

で
議
会
常
任
委
員
会
の
各
委
員
の
選
出

と
正
副
議
長
の
選
任
が
行
わ
れ
、
次
の

よ
う
に
人
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

ヽ温
・議長　白石　秀之

一㌦

・副議長　河上貞也

・議会常任委員会
（◎委員長、○副委員長順序は議席順）

（総務常任委員会）
◎住田孝治　　〇本高親雄　　白石秀之

藤原嘉久　　　水下隆義　　中尾雄三郎
（経済建設常任委員会）

◎加藤憲三　　〇佐々木正　　川上　実

清水要範　　　藤田孝義
（教育民生常任委員会）

◎中村眞佐雄　○遠藤量之　　河上貞也

浜本　博　　岡田京三

○
議
決
事
項

▼
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
の

一
部
改
正
▼
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

越
峠
裏
道
氏
（
下
蚊
屋
）
を
選
任

監
査
委
員
改
選

七
月
七
日
で
任
期
満
了
と
在
る

監
査
委
員
（
学
識
経
験
者
の
委
員
）

に
中
田
博
氏
（
御
机
）
が
選
任
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員

に
は
、
藤
原
粟
久
氏
（
池
ノ
内
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

巳
年
、
議
会
選
出
委
員
は
議
員
の

任
期
。

7
－
1
J
U

2
「
［
＝
川

2
8
日
㈱

2
9
日
㈲

3
0
日
州

3
1
日
㈹

（
京
都
大
学
防
災
研
究

所
）

支
援
事
業
検
討
会
、
森

林
組
合
役
員
会
、
西
部

虫
歯
対
策
協
議
会
役
員

・
日
野
振
興
課
長
来
庁

江
府
町
教
育
振
興
会
、

農
林
関
係
入
札
、
建
設

省
倉
吉
工
事
事
務
所
長

・
町
婦
人
会
長
来
庁

大
山
遭
難
防
止
協
会
総

会東
京
出
張

（
ふ
る
さ
と
情
報
セ
ン

タ
ー
理
事
会
、
国
民
宿

舎
協
会
定
期
総
会
）

商
工
会
惑
々
会

県
西
部
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
語
る
会

日
野
川
漁
業
対
策
協
議

会東
京
出
張

（
全
国
自
然
休
養
村
協

議
会
役
員
会
）

下
蚊
犀
ダ
ム
会
議

町
議
会
臨
時
会

日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
議
会
臨

時
会
へ
江
府
町
）
、
町

職
域
野
球
人
会
開
会
式

森
林
組
合
総
代
会
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新しい

農
業
委
員
㌔
が
決
ま
り
ま
し
た

任
期
満
了
の
た
め
公
選
と
選
任
に
よ
り
新
し
い
農
業
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。
投
票
日
は
七
月
十
二
日
で
し
た
が
、

定
数
十
人
に
対
し
て
立
候
補
者
が
十
人
で
あ
っ
た
た
め
無

投
票
と
な
り
、
農
業
団
体
・
議
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
」
ハ

人
の
委
員
を
加
え
次
の
十
」
八
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

森田　明雄（48歳）
貝　田

新
し
い
農
業
委
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。
　
－
敬
称
略
－

町　　報

小椋　俊也（45歳）
下蚊屋

■■

i
坂口　理郎（50歳）

日の詰

亀田　幸満（57歳）
大河原

江　　府

上口　勝茂（49歳）
佐　川

第209号

田口　　茂（63歳）
本－：江府呵農協

道下　馨（61歳）　川上　充親（48歳）

本一：町議会　　　　小　原

藤原　忠文（57歳）　佐々木　充（54歳）
池の内：町議会　　　　　　下安井

矧5直
五本

憶J歳2（
h
U狂

庫
‖
武

副宇

伊達　数行（46歳）
御　机

景山　幸夫（51歳）
宮市：町議会

き
ゃ

清水　和親（60歳）　真田　良一（69歳）
吉原：町議会　　　小江尾・農業共済組合

町
長
日
誌

＊
六
月

1
日
㈲
部
落
解
放
基
本
法
制
定

要
求
県
実
行
委
員
会
総

会
（
鳥
取
市
）

2
日
㈹
深
山
口
行
政
座
談
会

3
日
0
0
在
勤
、
県
耕
地
課
長
・

県
企
画
部
長
来
庁

4
日
㈱
在
勤

5
日
働
在
勤

6
日
㈹
在
勤

8
日
㈲
溝
口
地
区
防
犯
協
議
会

総
会

9
日
㈹
県
町
村
会
定
期
総
会
、

町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
議
会

1
0
日
㈹
在
勤
、
溝
口
警
察
署

長
・
県
耕
地
課
長
来
庁

1
1
日
㈲
西
部
町
村
会
、
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
議
会

臨
時
会

1
2
日
働
日
野
地
区
農
業
改
良
普

及
協
議
会
総
会
、
日
野

地
方
農
林
据
興
協
議
会

総
会
、
農
業
委
員
会
視

察
研
修
（
松
江
市
）

13
日
用
町
社
会
福
祉
協
議
会
検

討
会
、
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
、
森
林
組
合
会

議

靂㊧

十　十
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山陰路観光キャンペーン

ことしもはじまりま・した

●l

七
月
一
一
十
五
日
か
ら
「
山
陰
路
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
奥
大
山
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス

大
会
、
烏
ケ
山
登
山
と
江
尾
十
七
夜
が
今
年
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
江
府
町
の
す
ぼ
ら
し
さ
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

7月25日～11月24日

2
女
性
だ
け
の
テ
ニ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
　
ー

P
R

幸町府江

l
伝
統
の
霊
ま
つ
り

－
江
尾
十
七
複

文
明
年
間
以
来
五
〇
〇
年
の
伝

統
を
も
つ
江
尾
十
七
夜
は
、
火
文

字
、
花
火
、
相
撲
、
天
神
ば
や
し

太
鼓
、
古
代
地
踊
り
な
ど
多
彩
を

催
し
が
行
わ
れ
、
毎
年
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

臭
大
山
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
大
会

（
硬
式
）

子
供
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
気
軽

に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
愛

好
さ
れ
る
テ
ニ
ス
。

女
性
だ
け
の
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
は
江
府

町
民
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
行
い
ま
す
。
大
会
参
加
者
は

必
ら
ず
前
夜
の
ナ
イ
タ
ー
練
習
会

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時
練
習
日
‥
9
月
5
日
㈹

1

8
時
か
ら
㍑
時

大
会
‥
9
月
6
日
㈲

9
時
か
ら
柑
時
（
9
時

月　日 時　 間 行　　 事　　 名

前 12 ：‘00～ 旗　 火　 打　 上

8夜 16 ：30～

19 ：30

時　 代　 行　 列

月崇 江　美 城 太　鼓

16 裏　大　 山　踊　 リ
日 火　文　 字　 点　灯
㈲ 19 ：40～ 伯蓄天神ばやし太鼓

十

12 ：00～ 旗　 火　 打　 上

14 ：00～ 少 年 相 撲 二大会

19 ：00～ 江 美　城　 太　 鼓

8 七 19 ：30～ 仁　　 輪　　 加

月夜 19 ：40～ 伯者天神ばやし

17 20 ：00～

20 ：30一一

火　文　字　点　 灯

日 花　 火： 事丁　 上
（月） 十　七　夜　踊　 リ

21 ：30 荒　 神　 神　 楽

終　　 日 山　 車　 展　 示

○臨時パス
大河原行　午後11：00小さ工尾入0

尾上原行　ク11：00農協米倉庫前発
大平原行　ク11：00　　　ク

ここ；こ‾‾‾‾‾‾‾∵＿＿二二二二J－二一三＝二二

参
加
費

に
江
府
町
民
ス
ポ
ー
ツ

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
集

合
）

ブ円　シ

）三等’£
組○　ス
一般）○（一般）

七
〇
〇

円
、
ダ

二
四
〇

定

員

〇
円
、
竺
、
ひ
〇
〇
円

シ
ン
グ
扉
ス
2
0
名
、
ダ

ブ
ル
ス
2
0
組

申
込
み
7
日
前
ま
で
に
往
復
は

が
き
で
江
府
町
観
光
協

会
へ
〒
6

89
－
4
4
日
野
郡

江
府
町
江
尾

3
奇
峰
の
頂
上
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
1
鳥
ケ
山

登
山

わ
か
と
り
国
体
の
山
岳
競
技
会

場
と
在
っ
た
烏
ケ
山
二
、
三
八

五
㍍
）
を
自
然
解
説
を
聞
き
な
が

ら
頂
上
ま
で
登
り
ま
す
。
昼
食
持

参
の
う
え
、
登
山
の
で
き
る
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
者

全
員
に
登
頂
証
を
交
付
し
ま
す
。

○
日
時
1

0
月
2
5
日
脚
の
9
時
か

ら
ほ
時
3
0
分
（
9
時
に

大
山
鏡
ケ
成
国
民
休
暇

村
に
集
合
）

参
加
費
七
〇
〇
円
（
昼
食
代
含

む
）

定
員
四
〇
名
（
中
学
生
以
上
）

申
込
み
七
旦
別
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
か
電
話
で
江
府
町

観
光
協
会
へ
〒
8
9
－
4
4

日
野
郡
江
府
町
江
尾

（
℡
宍
莞
上
蓋
－
二
二
三

1
9
日
働

2
4
日
㈹

2
5
日
㈹

2
6
日
働

2
7
日
皿

2
8
日
脚

昨年は65人が堂山

米
原
地
区
運
動
会

大
河
原
下
井
手
完
成
祝
、

米
沢
財
産
区
管
理
全

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
会
、
森
林
組
合
役
員

会明
徳
学
園
研
修
、
神
奈

川
財
産
区
管
理
全

町
同
和
推
進
協
議
会
総

会
、
佐
川
部
落
役
員
来

庁企
業
連
建
設
業
者
と
の

協
議
会
、
西
伯
町
企
画

課
職
員
・
倉
吉
営
林
署

長
来
庁

在
　
勤

在
　
勤

在
　
勤
、
N
H
K
〝
ま
ち

と
村
の
交
流
″
取
材
来

庁
、
米
沢
小
学
校
社
会

見
学

在
　
勤

町
議
会
定
例
会

町
議
会
定
例
会

結
婚
式

新
道
地
区
記
念
碑
除
幕

式
並
び
に
交
付
金
事
業

完
成
式

町
議
会
定
例
会

在
　
勤

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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マ
マ
さ
ん
自
転
車
コ
ン
テ
ス
ト

二
チ
ー
ム
が
県
大
会
に
出
場

▲表彰をうける米沢小PTAチーム

七
月
十
九
日
、
岸
本
町
で
交
通

安
全
マ
マ
さ
ん
自
転
車
溝
口
地
区

大
会
が
開
か
れ
、
岸
本
町
、
溝
口

町
、
江
府
町
か
ら
十
四
チ
ー
ム
七

〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
自
転
車
事
故
の

防
止
を
目
的
に
開
か
れ
て
い
る
も

の
で
今
年
で
五
回
目
。
学
科
と
実

技
の
合
計
点
で
日
頃
の
勉
強
、
練

習
の
成
果
を
競
い
ま
す
。

江
府
町
か
ら
は
、
米
沢
小
P
T

A
、
江
尾
小
P
T
A
、
俣
野
小
P

T
A
、
子
供
の
国
保
育
園
保
護
者

会
の
四
チ
ー
ム
が
出
場
、
左
右
の

確
認
、
走
行
と
も
正
確
で
落
ち
つ

い
た
運
転
ぶ
り
を
披
露
し
、
米
沢

小
P
T
A
が
優
勝
、
子
供
の
国
保

育
園
が
準
優
勝
、
俣
野
小
P
T
A

が
三
位
入
賞
と
上
位
を
独
占
す
る

優
秀
を
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ま
た
個
人
の
部
で
は
、
田
本
善

子
㌔
（
津
川
抽
）
が
一
位
、
中
尾
相

子
㌔
（
帽
憫
抽
）
が
二
位
、
森
田
伸

子
㌦
（
膵
用
仙
）
が
三
位
、
上
原
圭

子
㌦
（
附
ル
標
り
関
）
が
五
位
入
賞
を

は
た
し
ま
し
た
。

優
勝
、
準
優
勝
チ
ー
ム
は
、
八

月
二
十
三
日
に
東
伯
町
で
行
わ
れ

る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
作
大
会

町
消
防
団
第
一
分
団
が
出
場

第209号

西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が

七
月
五
日
、
西
伯
小
学
校
で
開
か

れ
、
江
府
町
か
ら
町
消
防
団
第
一

分
団
が
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出

場
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
消
火
準
備
や
体
制
に

つ
い
て
そ
の
速
さ
、
正
確
さ
、
節

度
を
採
点
す
る
も
の
で
、
西
部
地

区
の
町
村
か
ら
十
一
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
炎
天
下
に
技
を
競
い
ま
し

た
。
江
府
町
チ
ー
ム
の
成
績
は
四

位
で
し
た
。

出
場
選
手
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
山
根
博
司
、
藤
森
茂
治
　
久
代

領
樹
、
徳
岡
貴
史
、
上
原
二
郎

大
岩
泰
彦

▲真剣な表情で操作する団員

交
通
安
全
母
の
会
に
表
彰
状

江
府
町
交
通
安
全
母
の
会
（
門

田
久
子
会
長
）
が
、
五
月
二
十
八

日
、
鳥
取
県
連
合
会
長
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

本
町
の
交
通
安
全
母
の
会
は
、

全
戸
を
対
象
に
組
織
し
て
お
り
、

全
町
に
わ
た
っ
た
広
い
活
動
が
評

価
さ
れ
こ
の
度
の
受
彰
に
在
っ
た

も
の
で
す
。

母
の
会
で
は
、
こ
の
受
彰
を
機

に
よ
り
一
層
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
に
努
め
、
交
通
事
故
の
な
い
町

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
新
た
な

決
意
を
し
て
い
ま
す
。

▲表彰を受ける交■通安全母の会

通
事
故
防
止

コ
ン
ク
ー
ル
で

吐
け
　
状

江
府
町
は
、
鳥
取
県
交
通
安
全

対
策
協
議
会
の
主
催
す
る
交
通
事

故
防
止
市
町
村
コ
ン
ク
ー
ル
で
み

ご
と
準
優
勝
の
栄
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
一
年
間

に
発
生
し
た
人
身
交
通
事
故
と
飲

酒
運
転
違
反
を
人
口
比
で
評
価
し
、

勝
　
′
．

四
半
期
と
年
度
で
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

す
る
も
の
で
四
月
か
ら
六
月
が
優

勝
、
九
月
か
ら
十
二
月
に
四
位
で

六
十
一
年
度
準
優
勝
（
優
勝
は
東

伯
町
）
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

表
彰
の
内
容
は
主
に
飲
酒
運
転

違
反
が
対
象
で
、
飲
酒
運
転
撲
滅

を
目
指
す
本
町
と
し
て
大
変
よ
ろ

こ
ぼ
し
い
こ
と
で
す
。

無
事
故
、
無
違
反
の
町
の
実
現

の
た
め
、
今
後
一
層
み
を
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・†十十←
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▲町長から記念品を受け取る児童

水
蓮
の
施
設
な
ど
を
学
習

米
沢
小
学
校
社
会
科
見
学

米
沢
小
学
校
と
下
蚊
屋
分
校
、
貝
田
分
校
の

三
、
田
年
生
十
四
人
が
六
月
二
十
三
日
、
社
会
科

見
学
で
役
場
や
水
道
施
設
、
コ
ミ
処
理
場
、
民
俗

資
料
館
な
ど
町
内
の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

教
科
書
の
「
豊
か
な
生
活
を
め
ざ
し
て
」
の

項
目
に
あ
わ
せ
て
現
地
学
習
を
行
っ
た
も
の
で

最
後
に
町
長
室
で
井
上
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
子
供
た
ち
か
ら
お
礼

の
手
紙
が
と
ど
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

三
年見

山
あ
ゆ
み

二
十
三
日
は
、
社
会
科
見
学
で

し
た
。
役
場
の
中
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
え
ん

ぴ
つ
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
と
っ
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
町
長
室

は
、
と
っ
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
で

す
。
ど
う
し
て
町
長
室
は
き
れ
い

を
の
で
す
か
。
わ
た
し
は
、
町
長

さ
ん
の
顔
を
初
め
て
直
せ
つ
見
せ

て
い
た
だ
き
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
わ
た
し
た
ち
の

た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
年谷

口
　
考
志

江
美
城
の
中
は
、
古
い
も
の
だ

と
思
っ
て
い
て
入
っ
た
ら
新
し
い

物
が
あ
っ
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

二
階
は
古
い
し
り
ょ
う
や
木
で

作
っ
た
物
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
れ

が
作
っ
た
か
と
思
う
と
「
お
ぐ
ち

家
の
お
じ
い
さ
ん
が
作
っ
た
」
と

聞
い
て
手
が
き
ょ
う
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
三
階
は
む
か
し
の
電

話
や
昔
の
着
物
や
カ
ブ
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
中
に
は
火
を
わ
し
ゅ
う

や
消
火
に
使
う
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
ず
っ
と
前
か
ら
中
に
入
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
や

っ
と
い
ま
じ
つ
げ
ん
で
き
て
う
れ

し
い
で
す
。
昔
の
よ
う
す
も
あ
た

ま
に
う
か
ん
で
き
ま
し
た
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

少
年
剣
道
教
室
に

シ
ン
ボ
ル
の
剣
道
廣
完
成

江
府
町
の
少
年
剣
道
教
室
は
、

昭
和
五
十
四
年
に
発
足
し
、
現
在

二
十
数
人
の
豆
剣
士
た
ち
が
週
一

回
の
練
習
に
汗
を
涜
し
て
い
ま
す
。

こ
の
剣
道
教
室
に
シ
ン
ボ
ル
と

を
る
剣
道
旗
を
と
い
う
要
望
が
あ

▲交付された旗を前に

り
、
町
の
補
助
で
こ
の
度
待
望
の

旗
が
完
成
、
町
長
室
で
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
剣
道
旗
は
、
町
の
花
あ
や

め
の
　
「
古
代
紫
」
の
地
に
井
上
町

長
の
自
筆
で
「
剣
道
」
　
の
文
字
を

白
色
で
染
め
抜
い
た
も
の
で
、
各

種
大
会
や
練
成
会
を
ど
に
掲
げ
ら

れ
ま
す
。

地
味
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

剣
道
は
忍
耐
力
、
集
中
力
を
養
い

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
も
っ
て

こ
い
の
ス
ポ
ー
ツ
。
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
の
鍛
練
の
場
と
し
て
、

剣
道
教
室
の
ま
す
ま
す
の
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
に
何
か
を
…
‥
▽

中
国
電
力
が
”
ふ
れ
あ
い
の
傘
〟
を
寄
付

七
月
七
日
、
中
国
電
力
㈱
か
ら

「
ふ
れ
あ
い
の
傘
」
二
十
本
が
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
地

域
の
人
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
た
い
と
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
、

人
の
集
ま
る
機
会
の
多
い
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
と
日
輪
闇
に
そ
れ
ぞ

れ
十
本
づ
つ
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

善
意
の
傘
が
な
く
を
ら
を
い
よ
う

大
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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六
月
十
六
日
の
日
本
赤
十
字
社

の
献
血
に
、
次
の
四
十
名
の
皆
さ

ん
か
ら
心
温
ま
る
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　
－
敬
称
略
－

○
中
国
電
力
㈱
俣
野
川
発
電
所
建

報

　

設

所

町
　
　
前
田
修
一
、
鈴
木
周
一
、
日
野

美
弘
、
宮
本
恵
里
、
藤
原
昌
美

内
藤
裕
司
、
酒
井
洋
、
下
坂
美
鈴

川
上
幸
恵

○
江
府
町
農
協

遠
藤
敏
彦
、
坂
口
理
郎
、
大
岩

徹
、
砂
口
正
文
、
西
村
弘
樹

○
江
尾
貨
物

徳
岡
健
、
末
次
肇
、
足
羽
賢
一

高
田
一
夫
、
梅
林
史
朗
、
塚
原
厚

加
藤
喜
代
枝
、
白
石
和
男
、
小
倉

信
彦

○
江
府
中
学
校

手
島
征
夷
　
船
越
寛
明

○
江
府
町
役
場

千
藤
正
、
遠
藤
功
、
井
上
あ
け

み
、
松
原
俊
二
、
小
林
健
治
、
池

田
健
一
、
南
波
千
明
、
森
田
哲
也

見
山
聴
、
大
塚
和
子
、
井
上
倶
子

大
岩
勝
美
、
川
上
良
文
、
藤
森
史

▼保健婦からひとこと▼

水虫を退治して

夏を快適に

触

∋
国
璽
金
証
書
と

国
　
　
申
立
書
を
提
出

し
ま
し
ょ
う

第209号

八
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受

け
て
い
る
人
が
、
「
国
民
年
金
証

書
」
と
「
所
得
を
ど
の
申
立
書
」

を
提
出
す
る
月
で
す
。

こ
れ
は
、
八
月
か
ら
来
年
七
日

ま
で
の
一
年
間
、
福
祉
年
金
が
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、

証
書
に
支
払
金
額
を
記
入
す
る
た

め
に
必
要
で
す
。

提
出
し
な
か
っ
た
り
揺
出
が
遅

れ
た
り
す
る
と
、
十
一
月
の
支
払

日
に
年
金
が
受
け
取
れ
を
く
を
り

ま
す
。八

月
に
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら

す
ぐ
、
「
国
民
年
金
証
書
」
と
「
所

得
を
ど
の
申
立
書
」
　
（
国
民
年
金

証
書
の
表
紙
裏
面
に
あ
り
ま
す
）

「
印
鑑
」
を
持
っ
て
役
場
民
生
課

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

毎
年
こ
の
季
節
に
在
る
と
、
き

ま
っ
て
「
ま
た
水
虫
が
」
と
い
っ

て
悩
む
人
が
増
え
て
き
ま
す
。
中

に
は
、
「
も
う
水
虫
と
は
、
数
年
来

の
つ
き
あ
い
だ
か
ら
」
と
い
う
人

も
…
。そ

こ
で
、
そ
ん
な
人
の
た
め
に

今
年
の
夏
を
快
適
に
す
ご
す
た
め

に
水
虫
治
療
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
水
虫
の
正

体
は
、
白
痴
菌
と
い
う
カ
ど
の
一

種
で
す
。
こ
の
菌
は
、
皮
ふ
最
上

層
の
角
質
層
と
い
う
と
こ
ろ
に
住

み
つ
き
、
そ
の
角
質
層
の
ケ
ラ
チ

ン
と
い
う
た
ん
ば
く
質
を
栄
養
に

し
て
活
動
し
て
お
り
、
生
命
力
が

す
こ
ぶ
る
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

水
虫
に
は
、
足
の
指
と
指
の
間

に
で
き
る
跡
間
型
、
足
の
裏
の
土

ふ
ま
ず
の
部
分
を
ど
に
小
さ
を
水

泡
が
で
き
る
小
水
泡
型
、
足
の
裏

の
皮
ふ
が
ゴ
ク
ゴ
ク
と
硬
く
な
る

角
化
型
、
が
あ
り
、
こ
れ
が
三
大

症
状
で
す
。

で
は
、
不
快
を
水
虫
を
治
す
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

①
ま
ず
本
当
に
水
虫
か
ど
う
か

を
見
分
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
れ
に
は
、
専
門
医
で

相
談
し
て
下
さ
い
。

②
薬
を
つ
づ
け
て
使
い
ま
し
ょ

う
○カ

サ
カ
サ
し
た
ら
液
剤
を
、

ジ
ユ
ク
ジ
ユ
ク
で
あ
れ
ば
軟

膏
を
、
そ
し
て
患
部
の
乾
燥

に
パ
ウ
ダ
ー
を
つ
け
て
下
さ

ヽ

一

　

〇

③
日
常
生
活
に
お
い
て
も
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

㈹
患
部
は
で
き
る
だ
け
風
を

あ
て
ム
レ
る
の
を
防
ぎ
ま
し

よ
ー
つ
。

㈲
汁
や
水
分
を
よ
く
拭
き
と

り
い
つ
も
乾
燥
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

欄
患
部
は
き
れ
い
に
、
靴
下

は
い
つ
も
清
潔
に
し
ま
し
ょ

ー
フ
○

㈱
治
療
は
途
中
で
や
め
た
り

せ
ず
に
根
気
よ
く
続
け
ま
し

ょ
う
。

水
虫
を
退
治
す
る
た
め
に
は
症

状
消
失
後
で
も
三
か
月
は
薬
を
ぬ

り
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

途
中
で
や
め
ず
に
頑
張
り
ま
し
ょ

ー
フ
○

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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人の動き

t
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

け

　

本

一

谷

口

5月届

池
の
内
加
藤

本
　
二
中
川

富
市
原
田
中

順
雄
6
9
歳
幹
枝
宅

富
雄
8
0
歳
博
敏
宅

為
代
8
3
歳
益
之
宅

留
子
8
7
歳
弘
人
宅

ロ
お
誕
生
お
め
で
と
う

∩
‥

‥
打
∪

江　　府　　町　　報

御佐新
机川一

伊森森
遠田田

あ

ゆ友
悠み紀

俊伸辰
彦二志
長長長
女女男

ロ
こ
結
婚
を
祝
し
ま
す

山末浅野北近安中秋藤澤松
田次川口村藤達尾山原田原

弘
児

祐
筆

泰紺）真
明
子

邦
博

吉
香∴

）

石
原

坂
本

邦
彦

美
子

和
美

真
美

描
八
㍍
誓

日
野
郡
溝
口
町

江
尾
か
ら

俣
野

兵
庫
県
美
方
郡
か
ら

俣
野

米
子
市
か
ら

島
根
県
安
来
市

助
澤
か
ら

江
尾

日
野
郡
日
南
町
か
ら

美
用

鳥
取
市
か
ら

武
庫

日
野
郡
日
野
町
か
ら

俣
野

福
岡
県
豊
前
市
か
ら

五
月
中
寄
託
分

雷
香
典
返
し
と
し
て

本
　
二
　
徳
岡
敬
介
殿

（
養
父
福
二
様
ご
逝
去

本

一

谷

口

幹

枝

殿

（
夫
順
堆
様
ご
逝
去
）

池
の
内
　
加
藤
博
敏
殿

（
父
富
雄
様
ご
逝
去
）

本
　
二
　
中
川
　
益
之
殿

・
（
養
母
為
代
様
ご
逝
去
）

宮
市
原
　
田
中
　
弘
人
殿

（
母
留
子
梯
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

本
　
五
　
川
端
し
を
よ
殿

（
ご
本
人
械
退
院
）

御
　
机
　
林
　
　
義
美
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
長
岡
よ
し
江
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
神
庭
　
亮
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
梅
田
　
菊
治
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
手
島
三
智
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

□
特
別
寄
付

柿
　
原
　
加
藤
満
等
幸
殿

手
作
り
竹
ぼ
う
き
五
〇
本

以
上

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

寄
　
　
　
附

〃
奥
大
山

が
　
チ
ロ
ル
の

研
里
だ
よ
り
″

〓
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

は
ア
ル
ペ
ン
ホ
ル
ン

の
デ
フ
ォ
ル
メ
で
、

秀
峰
大
山
の
南
麓
に
展
開
す
る
江

府
町
の
発
展
と
躍
進
を
右
上
が
り

の
ホ
ル
ン
で
表
現
し
ま
し
た
。

色
は
町
の
花
〃
ア
ヤ
メ
″
　
の
紫
を

基
調
と
い
た
し
ま
し
た
。

主
に
行
政
や
公
共
関
係
の
用
途

に
使
用
し
ま
す
。

今
回
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
奥

大
山
チ
ロ
ル
の
里
づ
く
り
の
情
報

を
掲
載
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
企
画
開
発

課
）

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
四
月
末
累
計
額

二
、
六
六
三
、
三
六
三
円

2
、
五
月
中
寄
附
額

一
九
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

退
院
内
祝
　
九
五
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額

な
し

4
、
五
月
末
累
計

二
、
八
五
八
、
三
六
三
円

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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ナl届月八
〇

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

報

小下本本
江蚊
尾屋一一

篠大細藤
田岩田原

修敬麻
平明美大

優
長
男

仁
長
女

勝
美
二
男

修
身
長
男

町
□
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

府
開
摘
粥
に
）
絹
㌍

江

宇
田
川
　
賢

松
浦
知
津
子

天
野
　
繁
実

玉
田
美
智
子

中
川
　
勝
次

大
原
　
洋
子

梅
田
　
　
茂

門
脇
　
日
子

谷
口
　
義
人

後
藤
裕
美
子

景
山
　
成
美

長
尾
夕
香
利

己
越
　
哲
也

橋
井
由
美
子

門
脇
　
　
亙

河
本
ゆ
か
り

木
下
　
順
久

宇
田
川
　
忍

山
川
　
浩
市

松
本
　
千
秋

））））））））））

武
庫

西
伯
郡
中
山
町
か
ら

吉
原

西
伯
郡
大
山
町
か
ら

江
尾
．

西
伯
郡
大
山
町
か
ら

下
蚊
屋

境
港
市
か
ら

美
用

日
野
郡
日
南
町
か
ら

日
野
郡
日
野
町

武
庫
か
ら

佐
川

西
伯
郡
中
山
町
か
ら

江
尾

米
子
市
か
ら

日
野
郡
日
南
町

武
庫
か
ら

江
尾

米
子
市
か
ら

人口と世帯
（5月31日現在）

総人口　4．805人

男　　2．313人

女　　2．492人

世帯数1．238世帯

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

洲
河
崎
影
山
　
清
明
8
3
歳
根
美
宅

大
河
原
千
藤
　
寛
治
3
2
歳
博
司
宅

［
吊が

と
ご
ざ

H
U

六
月
中
寄
託
分

■
香
典
返
し
と
し
て

洲
河
崎
　
影
山
　
頼
美
殿

（
父
清
明
様
ご
逝
去
）

大
河
原
　
千
藤
　
博
司
殿

（
長
男
寛
治
様
ご
逝
去
）

口
内
枕
と
し
て

貝
　
田
　
車
　
　
正
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
　
原
　
末
次
　
敏
江
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
加
藤
　
あ
い
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
岡
田
　
敏
雄
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
川
上
　
正
武
殿

（
二
女
由
書
様
退
院
）

御
　
机
　
川
上
き
み
代
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
原
　
美
知
恵
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
川
上
萬
書
江
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
中
原
　
節
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
二
　
生
田
圭
一
郎
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
己
越
　
文
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
影
山
佐
恵
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

深
山
口
　
松
原
　
千
代
殿

（
ご
本
人
梯
退
院
）

本
一
井
竹
　
和
博
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
筒
井
　
治
基
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
篠
田
　
　
実
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
豪

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
五
禾
累
計
額

二
、
八
五
八
、
三
六
三
円

2
、
六
月
中
寄
附
額

二
二
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
五
〇
、
〇
〇
〇
円

退
院
内
祝
一
七
五
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
　
出
　
額

な
し
。

4
、
六
月
末
累
計
額

三
、
〇
八
三
、
三
六
三
円

（
凰
鼠
嵐
引
十
彗
）

怒
畠
∴
㍉
∵
）

□
牽★

カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
や
歯
の
重
要

な
成
分
と
し
て
欠
か
せ
を
い
栄
養

素
で
あ
る
だ
け
で
を
く
、
不
足
す

る
と
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を
ど
成

人
病
の
引
き
金
に
を
り
か
ね
な
い

と
い
う
調
査
も
あ
り
ま
す
。
成
人

病
世
代
の
人
は
も
と
よ
り
、
伸
び

盛
り
の
子
ど
も
、
骨
が
も
ろ
く
な

り
や
す
い
お
年
寄
り
、
妊
娠
し
た

女
性
（
通
常
よ
り
約
8
0
％
多
く
と

る
必
要
が
あ
る
）
は
、
積
極
的
に

カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

★
カ
ル
シ
ウ
ム
を
豊
富
に
含
ん
だ

食
品
は
、
牛
乳
や
小
魚
、
緑
黄
色

野
菜
の
ほ
か
、
ヒ
ジ
キ
、
パ
セ
リ
、

シ
ジ
ミ
、
豆
腐
、
ワ
カ
メ
を
ど
で

す
。ま

た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
に

ビ
タ
ミ
ン
D
が
大
切
な
役
割
を
果

た
す
の
で
、
適
度
に
日
光
浴
を
し
、

紫
外
線
に
よ
っ
て
皮
膚
に
ビ
タ
ミ

ン
D
を
合
成
す
る
よ
う
に
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形


